






















































































回答：National Union Catalog Pre 56 を調べ、
「 Christoforo Armeno  The travels & 









追記：2010 年 1 月 27 日、クリストフォロ・ア
ルメーノ『セレンディッポの三人の王子』（徳
橋監訳）の中に日本語訳文献 5 件のリストがあ
ることを確認している 11)。そのうち 3 件は事
例１の追記に記載のもので、残り 2 件は大学紀
要に掲載された、橋本によるイタリア語原典の
第 1 章 12)と第 2-5 章 13)の翻訳である。  
 
事例３：埼玉県立久喜図書館（1999 年）14) 
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